
　

竹
間
沢
里
神
楽
は
、
竹
間
神
社
の

春
の
祭
礼
（
４
月
26
日
）
の
ほ
か
、
所

沢
市
日
比
田
の
氷
川
神
社
（
４
月
９

日
）
、
同
市
宮
本
町
の
神
明
社

（
９
月
15
日
）
な
ど
で
も
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

車
人
形
は
、操
り
手
が
「
ろ
く
ろ
車
」

に
座
っ
て
人
形
の
首

か
し
ら

・
手
・
足
を
一
人

で
操
る
、
全
国
的
に
見
て
も
大
変
珍
し

い
人
形
芝
居
で
す
。

　

竹
間
沢
の
前
田
家
に
車
人
形
が
伝
わ

っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
安

あ
ん
せ
い政

年

間
（
一
八
五
四
〜
一
八
六
〇
年
）
の
こ

と
で
す
。
明
治
時
代
に
は
各
地
で
興
行

さ
れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
が
、
大
正
時

代
に
な
る
と
映
画
な
ど
の
大
衆
娯
楽
の

影
響
を
受
け
、
次
第
に
衰
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

再
び
竹
間
沢
車
人
形
が
脚
光
を
浴
び

る
の
は
、
昭
和
46
年
に
埼
玉
県
教
育
委

員
会
が
実
施
し
た
人
形
芝
居
用
具
緊
急

調
査
で
の
こ
と
で
す
。
翌
年
の
昭
和
47

年
に
は
車
人
形
の
再
演
を
望
む
声
が
高

ま
り
、
前
田
家
や
地
元
の
有
志
の
努
力

に
よ
っ
て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
上
演

と
な
り
ま
し
た
。
復
活
後
は
、
竹
間
沢

車
人
形
保
存
会
を
中
心
に
上
演
や
継
承

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
富
の
お
囃
子
は
、
「
王
子
囃
子
」

と
も
呼
ば
れ
、
明
治
時
代
に
東
京
王
子

の
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
京
の
さ
つ
ま
い
も
の
取

引
先
に
招
か
れ
て
祭
り
見
学
に
行
っ
た

上
富
の
人
た
ち
が
、
地
元
の
祭
り
で
も

お
囃
子
を
や
り
た
い
と
、
王
子
か
ら
師

匠
を
呼
ん
で
習
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
富
の
お
囃
子
は
、
さ

つ
ま
い
も
が
取
り
持
っ
た
縁
で
伝
わ
っ

た
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

神
明
社
の
元
旦
祭
（
１
月
１
日
）
、

春
と
夏
の
木
ノ
宮
地
蔵
の
祭
礼
（
４

月
23
・
24
日
・
８
月
23
・
24
日
）
、
多

門
院
の
寅
ま
つ
り
（
５
月
１
日
）
、
八

雲
神
社
（
天
王
様
）
の
祭
礼
（
７
月
27

日
）
な
ど
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
上
富
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

で
、
児
童
へ
お
囃
子
の
指
導
を
す
る
な

ど
、
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

北
永
井
の
お
囃
子
の
流
派
は
、
所
沢

の
古

ふ
る
や
じ
ゅ
う
ま
つ

谷
重
松
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た

「
重

じ
ゅ
う
ま
り
ゅ
う

松
流
」
で
す
。
北
永
井
に
は
江
戸

時
代
後
期
頃
か
ら
お
囃
子
が
伝
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
初
期
に
、
古

谷
重
松
か
ら
直
接
重
松
流
の
伝
習
を
受

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
は
、
明
治
元
年
に
北
永
井

に
生
ま
れ
た
人
が
書
い
た
回
顧
録
の
中

に
、
「
所
沢
町
の
ハ
ヤ
シ
の
指
導
者
重

松
さ
ん
を
頼
ん
で
き
て
、
毎
晩
森
田
甚

太
郎
さ
ん
の
庭
を
借
り
て
稽
古
を
始
め

た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

　

北
永
井
稲
荷
神
社
の
元
旦
祭
（
１
月

１
日
）
や
春
祭
り
（
４
月
12
日
）
、
天

王
様
（
７
月
25
日
）
な
ど
に
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
秋
祭
り
（
11
月

３
日
）
に
は
隔
年
ご
と
に
山
車
の
引
き

ま
わ
し
を
行
い
、
川
越
ま
つ
り
に
も
山

車
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

藤
久
保
の
お
囃
子
は
、
神
田
囃
子
の

流
れ
を
く
む
も
の
で
、
古
く
か
ら
藤
久

保
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
正
３
年
の
祭
礼
を
最
後

に
一
旦
は
途
絶
え
て
し
ま
い
、
再
び
藤

久
保
に
お
囃
子
の
音
が
響
く
の
は
、
戦

後
の
荒
廃
が
ま
だ
癒い

え
き
ら
な
い
昭
和

26
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

地
元
の
有
志
が
、
大
正
時
代
ま
で
お
囃

子
を
伝
え
て
き
た
古
老
に
思
い
起
こ
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

藤
久
保
の
お
囃
子
は
、
木
ノ
宮
稲
荷

神
社
の
春
の
祭
礼
（
４
月
20
日
）
と
八

坂
神
社
の
夏
の
天
王
様
（
７
月
14
日
）

に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

竹
間
沢
の
お
囃
子
は
、
神
田
囃
子
の

流
れ
を
く
む
も
の
で
、
江
戸
時
代
に
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
座
市

大
和
田
地
区
の
大
和
田
囃
子
と
古
く
か

ら
交
流
が
あ
り
、
「
人
間
に
例
え
る
な

ら
兄
弟
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
音
色
や

調
子
が
似
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
旭
川
市
に
伝
わ
る
雨う

粉ぷ
ん

囃
子
も
、
「
も
う
一
人
の
兄
弟
」

と
さ
れ
ま
す
。
明
治
時
代
に
、
竹
間
沢

や
大
和
田
付
近
か
ら
北
海
道
に
開
拓
移

住
し
た
人
々
が
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

竹
間
沢
の
お
囃
子
は
、
地
元
の
竹
間

神
社
の
元
旦
祭
（
１
月
１
日
）
、
春
の

祭
礼
（
４
月
26
日
）
、
天
王
様
（
７
月

20
日
頃
）
、
秋
の
祭
礼
（
10
月
８
日
）

な
ど
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

里
神
楽
と
は
、
神
楽
師
（
神
楽
太

夫
）
を
中
心
に
神
楽
集
団
を
組
織
し
、

各
地
の
神
社
の
祭
礼
等
に
招
か
れ
て
奉

納
す
る
神
楽
の
形
態
で
す
。

　

前
田
家
に
里
神
楽
が
伝
わ
っ
た
時

期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
古
文
書
に

御お

か
ぐ

ら

し

神
楽
師　

前ま
え
だ
ち
く
ぜ
ん

田
筑
前
」
の
名
前
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
は
神
楽

師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
前
田
家
で
は
、
現
在
に
至
る

ま
で
代
々
家
元
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

前
田
家
に
伝
わ
る
里
神
楽
の
演
目
に

は
、
「
天あ

ま
の
い
わ
と

之
岩
戸
」
「
稲い

な
り
や
ま

荷
山
」

「
天

て
ん
そ
う
こ
う
り
ん

孫
降
臨
」
な
ど
『
古こ

じ

き

事
記
』
や

『
日に

ほ
ん
し
ょ
き

本
書
紀
』
の
神
話
を
原
典
と
す
る

も
の
の
ほ
か
、
神
楽
師
の
創
作
に
よ
る

も
の
な
ど
25
幕
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

●
上
富
の
お
囃
子

　
　
　
（
上
富
囃
子
保
存
会
）

　

郷
土
芸
能
と
は
、
お
囃
子
や
里
神
楽

な
ど
古
く
か
ら
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

の
こ
と
で
す
。
祭
礼
を
彩
い
ろ
ど

る
上
で
な
く
て

は
な
ら
ず
、
地
元
の
人
び
と
の
連
帯
感
を

育は
ぐ
くむ

大
切
な
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
芳
町
の
４
地
区
（
上
富
・
北
永
井
・

藤
久
保
・
竹
間
沢
の
旧
４
村
）
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
お
囃は
や
し子

が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
間
沢
の
前
田
家
に
は
、
里
神

楽
と
車
人
形
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
つ
の
お
囃
子
と
里
神
楽
・
車
人

形
は
、
三
芳
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
芸
能
の

歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え
な

が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館

－

６
６
５
５

●
北
永
井
の
お
囃
子

　
　
（
北
永
井
囃
子
保
存
会
）

●
藤
久
保
の
お
囃
子

　
　
（
藤
久
保
芸
能
会
）

●
竹
間
沢
の
お
囃
子

　
　
（
竹
間
沢
共
楽
会
）

●
竹
間
沢
里
神
楽

　
（
竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会
）

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

主
な
演
目
と
し
て
は
、
「
佐さ

く

ら

き

み

倉
義
民

伝で
ん

」
「
傾け

い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」
「
仮か

な

て

ほ

ん

名
手
本

忠ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
」
な
ど
の
古
典
も
の
の
ほ

か
、
新
作
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

郷
土
芸
能
鑑
賞
の
夕
べ

〜
夜
神
楽
と
祭
囃
子
〜

日
時　

９
月
27
日
（土）

　

午
後
４
時
〜
午
後
７
時
30
分

※ 

参
加
費
・
事
前
の
申
込
み
は
不
要

　

で
す

会
場　

歴
史
民
俗
資
料
館　

前
庭

演
目　

北
永
井
の
お
囃
子

　
　
　
（
北
永
井
囃
子
保
存
会
）

　

神
楽
「
天
之
返
矢
」　

　
　
　
（
竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会
）

主
催　

歴
史
民
俗
資
料
館

受
け
継
が
れ
る
三
芳
町
の
郷
土
芸
能

●
竹
間
沢
車
人
形

（
竹
間
沢
車
人
形
保
存
会
）

《
少
人
数
制
レ
ッ
ス
ン
》

　

少
人
数
制
レ
ッ
ス
ン
（
定
員
10

名
）
で
一
人
ひ
と
り
に
よ
り
細
や
か

な
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

料
金　

４
千
円
／
８
回

予
約
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
来
館

予 

約
開
始
日　

８
／
６

、
午
前
10

時
〜

 

レ
ッ
ス
ン
名

日
程

時
間

担

当
者

会
場

【
１
】

ら
く
ら
く
健
康
体
操

８
／
28
、
９
／
11
、
18
、
25

　

10
／
２
、
９
、
16
、
23

11
時
15
分
〜
12
時
15
分　

溝
越

武
道
場

※
親
子
ビ
ク
ス
、
癒
し
の
ヨ
ガ
、
太

極
拳
の
お
申
込
み
は
９
月
１
日
発
行

の
広
報
み
よ
し
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　

（
総
合
体
育
館
内
）
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広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

休

休

休

教育トピックス

－

来
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
で
学
ぶ
内
容

や
時
間
が
変
わ
り
ま
す

－

　

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
で
学
習
内
容
や
授

業
時
間
数
を
示
す
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
・

中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
新
た
に
平
成
20
年

３
月
28
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
は
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
、
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
は

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
全
面
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。　

　

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
移

行
措
置
期
間
と
し
て
学
習
内
容
等
が
少
し
ず

つ
変
り
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

１

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方

 　

 

教
育
基
本
法
改
正
等
で
明
確
と
な
っ
た

教
育
の
理
念
を
踏
ま
え
「
生
き
る
力
」
を

育
成
す
る
。

　

 

知
識
・
技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
す
る
。

　

道
徳
教
育
や
体
育
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、

豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
を
育
成
す
る
。

 

教
育
課
程
（
学
習
内
容
の
計
画
等
）
の
枠
組
み

 

外
国
語
を
通
じ
て
、
児
童
が
積
極
的
に

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る

態
度
を
育
成
し
、
言
語
・
文
化
に
対
す
る

　

 

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
小
学
校
第

５
・
６
学
年
に
「
外
国
語
活
動
」
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

国
語
、
社
会
、
算
数
・
数
学
、
理
科
及

び
外
国
語
等
の
授
業
時
間
数
が
増
加
し
、

年
間
総
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

で
学
年
に
よ
っ
て
週
あ
た
り
１
時
間
か
ら

２
時
間
の
増
加
、
中
学
校
で
は
週
あ
た
り

１
時
間
増
加
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
主
な
改
善
事
項

　

言
語
活
動
の
充
実　

理
数
教
育
の
充
実

　

伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実

　

道
徳
教
育
に
充
実　

体
験
活
動
の
充
実

　

外
国
語
教
育
の
充
実

２

移
行
措
置
期
間
で
の
学
習
指
導
に
つ
い
て

移
行
措
置
期
間

　

 

小
学
校　

平
成
21
年
〜
22
年
度
、
中
学
校

平
成
21
年
〜
23
年
度

移
行
措
置
期
間
に
お
け
る
先
行
実
施
教
科
等

　

 

小
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
に
、

各
学
年
と
も
に
週
あ
た
り
１
時
間
授
業
時

数
が
増
加
し
、
平
成
22
年
度
に
は
、
小
学

校
の
１
・
２
年
生
の
授
業
時
間
数
が
、
更

に
１
時
間
増
加
し
ま
す
。

   

道
徳
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別

活
動
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
に
て
先
行
実
施
し
ま
す
。

　

 

算
数
・
数
学
、
理
科
、
体
育
の
授
業
時

間
数
が
増
加
し
、
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

年
度
ご
と
に
先
行
実
施
内
容
が
示
さ
れ
、

実
施
し
ま
す
。

　

 

そ
の
他
の
教
科
等
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
判
断
に
よ
り
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

　

今
回
は
、
町
指
定
古
文
書
の
内
、

松ま
つ
も
と
な
が
は
る

本
長
治
家
に
残
さ
れ
た
『
立た

て
の野

新し
ん
で
ん
に
ゅ
う
し
ょ
く
し
ょ
う
も
ん

田

入

植

証

文
』
す
な
わ

ち
、
三
富
新
田
へ
の
入
植
証
文
を
紹

介
す
る
。
三
富
新
田
に
は
、
入
植
証

文
や
そ
の
写
し
を
、
現
在
で
も
大
事

に
保
管
し
て
い
る
家
が
散
見
さ
れ
る

が
、
中
で
も
松
本
家
史
料
は
、
入
植

の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
史
料
は
、
元

げ
ん
ろ
く禄

八
年
六
月
に
、

入
間
川
村
（
現
狭
山
市
）
の
百
姓

四し

ろ

べ

い

郎
兵
衛
（
松
本
家
先
祖
）
が
三
富

新
田
に
入
植
す
る
際
の
手
形
の
写
し

で
、
五
箇
条
か
ら
な
る
。
第
一
条
で

は
、
四
郎
兵
衛
の
息
子
長
吉
に
川
越

藩
よ
り
畑
屋
敷
五
町
歩
が
無
償
で
与

え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
精
進
す

る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
第
二
条
、

第
三
条
で
は
、
長
吉
が
入
植
す
る
に

つ
い
て
は
、
家
を
作
る
こ
と
や
井
戸

を
掘
る
こ
と
、
さ
ら
に
開
墾
に
必
要

な
牛
馬
や
人
足
や
食
料
は
、
不
自
由

な
い
よ
う
に
長
吉
が
負
担
す
る
こ
と

約
束
し
て
い
る
。
第
四
条
で
は
、
長

吉
は
切き

り
し
た
ん

支
丹
で
は
な
い
こ
と
、
入
植

す
る
か
ら
に
は
仏
門
の
宗
派
の
改
め

や
、
檀
家
寺
に
つ
い
て
は
藩
の
命
に

従
う
と
誓
っ
て
い
る
。
第
五
条
で
は

鉄
砲
を
所
持
し
な
い
決
ま
り
を
守
り
、

生
類
に
慈
悲
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
証
文
の
末
尾
に
は
、
出

身
村
の
入
間
川
村
の
名な
ぬ
し主

や
組

く
み
が
し
ら

頭
ら

三
名
が
保
証
し
て
い
る
。

　

こ
の
証
文
か
ら
は
、
入
植
金
は
不

要
で
あ
る
が
、
家
の
建
築
・
牛
馬
や

人
足
・
食
料
等
は
、
入
植
者
が
整
え

る
こ
と
、
出
身
村
の
村
役
な
ど
の
保

証
人
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　

三
富
新
田
へ
の
入
植
者
は
、
経
済

的
に
豊
か
で
あ
る
こ
と
、
人
物
と
し

て
保
証
さ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
等
が

入
植
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の

古
文
書
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。

第

回

〜
三
富
開
拓
の
記
録　

そ
の
２
〜

元
禄
八
年
立
野
新
田
入
植
証
文

【
町
指
定
文
化
財
松
本
長
治
家
文
書
】

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
怪
談
」

－

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
中

－

小
泉
八
雲
著　

平
川
祐
弘
編

講
談
社
一
九
九
〇
年
六
月
発
行

請
求
記
号　

Ｂ
９
３
３
ハ
ン

　

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
一
八
五
〇

－

一
九
〇
四
）
は
、
明
治
二
十
三
年
に
来
日
し
、

小
泉
八
雲
の
名
で
帰
化
。
彼
の
作
品
は
今
な

お
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。「
耳
な
し
芳

一
」「
雪
女
」
な
ど
全
四
十
二
話
を
収
録
し

た
怪
談
集
。

塩
見
鮮
一
郎
著

河
出
書
房
新
社 

二
〇
〇
八
年
六
月
発
行

請
求
記
号　

９
１
２
５
ツ

　

四
世
鶴
屋
南
北
が
七
十
一
歳
で
書
い
た

「
四
谷
怪
談
」。
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
た
実
話

を
元
に
深
川
三
角
屋
敷
な
ど
、
ゆ
か
り
の
江

戸
の
土
地
を
探
り
、
そ
の
場
所
の
意
味
や
、

背
景
に
あ
る
忠
臣
蔵
浪
士
た
ち
の
実
態
を
追

い
ま
す
。

【
一
般
書
】
『
日
本
怪
談
集　

江
戸
編
』
（
河
出
文
庫
）

高
田
衛
編

河
出
書
房
新
社

一
九
九
二
年
八
月
発
行

請
求
記
号　

Ｂ
９
１
３
ニ

　

お
岩
さ
ん
で
知
ら
れ
る
「
四
谷
怪
談
」
の

実
録
版
、
怪
談
落
語
を
確
立
し
た
初
代
林
屋

正
蔵
の
怪
談
噺
、上
田
秋
成
の
「
雨
月
物
語
」。

そ
し
て
江
戸
の
庶
民
が
好
ん
だ
珍
し
い
怪
談

の
数
々
が
、
現
代
語
訳
で
た
っ
ぷ
り
楽
し
め

ま
す
。

川
村
た
か
し
監
修

日
本
文
芸
家
協
会
協
力

教
育
画
劇 

二
〇
〇
七
年
二
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｘ
９
１
３
コ

　

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
怖
い
物

語
を
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
書
き

改
め
た
シ
リ
ー
ズ（
全
六
巻
）の
一
巻
目
。「
酒

呑
童
子
」
や
「
鬼
退
治
」
な
ど
、
鬼
や
鬼
婆

が
出
て
く
る
十
二
の
古
典
怪
談
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
児
童
書
】
『
鬼
・
鬼
婆
の
怪
談
』
（
怖
い
ぞ
！
古
典
怪
談
傑
作
選
１
）

【
一
般
書
】
『
怪
談
・
奇
談
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
）

【
一
般
書
】
『
四
谷
怪
談
地
誌
』

8月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

分館

△

分館 分館 分館

分館休

　今月から11月までは、傷害予防期間とし、 膝

痛予防 腰痛予防 肩こり・肩痛 転倒予防といっ

た代表的なものを紹介していきます。

《膝痛予防トレーニング》
　膝痛の主な原因は、太ももの表側（大腿四頭

筋）と裏側の筋肉（ハムストリングス）が弱って

しまい、膝の関節の負担が大きくなり発生します。

　太ももの代表的なトレーニングといえばスク

ワットがあります。多くの方が今までに一度は経

験した事があると思われる、トレーニングの中で

も特に有名なものです。スクワットのように膝を

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　スポーツ振興課（総合体育館内）　

　　　　　　 258 0311

《お子さん預かりサービス》
　フィットネスルーム利用者対象のお子さんお預

かりサービスを以下の条件で行います。

対象　フィットネスルーム利用者の子ども

　（3歳～就学前）

場所　総合体育館3Ｆ会議室１

日時　8／7. 14. 21. 28 　9：00～16：00

完全予約制　予約が必須です。

　各1週間前の午前10：00より予約を開始します。

予約方法　２Ｆフィットネスルームに電話または

　直接来館してください。

料金　200円（子ども１人）　定員　10名

預かり担当者　フィットネスルームスタッフ　

予約・問い合わせ　（総合体育館内）２Ｆフィ

　ットネスルーム　 258－0391

曲げたり伸ばしたりするトレーニングが太ももの筋肉を鍛えるのに

有効な動きになります。

　しかし、正しいやり方をしないと、更に痛みを増やしてしまいま

す。予防しているのに痛みが増えてしまう…そんな事誰も望みませ

んよね。

　今回紹介するのはご家庭でも簡単に出来る簡単な下半身のトレー

ニングです。

　このときに膝がつま先よりも前に出ないようにしましょう。また、

体が前に傾いてしまっても良くありませんので、状態はしっかりと

真っ直ぐにしておきます。これを１０回繰り返したら、今度は逆の

足を前に出して同じようにしゃがみます。

　次回は腰痛に効果的なトレーニングを紹介していきます。

まずは片方の足を大きく前

に出します。

そのまま下にしゃがみます。

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム

（絵本・紙芝居・手遊び・おすすめ本の紹介）
　第 ・ 金曜日 ～  1・2歳～
　　　　　　　 ～  3歳～
　第 ・ 火曜日 ～  4～8歳
 としょかん・くらぶ－会員制－

（講師の読み聞かせと司書のブックトーク）
　 ～ 　 ・ 年生　 人
　 ～ 　 ・ 年生　 人
● 小学生夏休み科学工作教室「牛乳パッ
クの工作と実験」
　 ： ～ ： 　 １･ 年生 名
　 ： ～ ： 　 ～ 年生　 名
△ 小学生夏休みお話会「こわいお話・ふ
しぎなお話」
　 ： ～ ： 　 １･ 年生 名
　 ： ～ ： 　 ～ 年生　 名
※中央図書館に申し込んでください。電話可。
〈竹間沢分館〉

竹間沢ぐりぐらタイム（第4火曜日）
　 ～ 　1歳～
◆スイミーおはなし会（第2水曜日）
　 ～ 　4歳～小学生

休 休 休 休 休

◆●


